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毎
月　

日
号
2
面
に
「
市
長
コ
ラ
ム
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

15

って言っても… 

日本人の　　はがんになる？ 
って言っても… 

※ 

そん
な 

そん
な 

そん
な 
あなたにあなたに　　 

知ってほしい！ 
　あなたに　　 
知ってほしい！ 

日本人の　　はがんになる？ 
１ 
２ 
１ 
２ 

が
ん
だ
っ
た
ら
…

が
ん
だ
っ
た
ら
… 

　
　
　
　
怖
い
な
…

　
　
　
　
怖
い
な
… 

検
診
な
ん
て

検
診
な
ん
て 

　
面
倒
く
さ
い
な
ぁ

　
面
倒
く
さ
い
な
ぁ 

若
い
か
ら

若
い
か
ら 

　
関
係
な
い
！

　
関
係
な
い
！ 

ど
う
や
っ
て

ど
う
や
っ
て 
　
受
け
る
の
？

　
受
け
る
の
？ 

が
ん
だ
っ
た
ら
…

が
ん
だ
っ
た
ら
… 

　
　
　
　
怖
い
な
…

　
　
　
　
怖
い
な
… 

検
診
な
ん
て

検
診
な
ん
て 

　
面
倒
く
さ
い
な
ぁ

　
面
倒
く
さ
い
な
ぁ 

若
い
か
ら

若
い
か
ら 

　
関
係
な
い
！

　
関
係
な
い
！ 

ど
う
や
っ
て

ど
う
や
っ
て 
　
受
け
る
の
？

　
受
け
る
の
？ 

が
ん
だ
っ
た
ら
… 

　
　
　
　
怖
い
な
… 

検
診
な
ん
て 

　
面
倒
く
さ
い
な
ぁ 

若
い
か
ら 

　
関
係
な
い
！ 

ど
う
や
っ
て 
　
受
け
る
の
？ 

※国立がん研究センターがん対策情報センター 

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成28年6月1日現在
（210人増）88,522人人口
（100人増）44,625人男
（110人増）43,897人女
（149世帯増）38,494世帯世帯数

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

胃がん検診（検診車）日程
第3期第2期第1期会場

平成29年1月22日（日）11月13日（日）・19日（土）10月16日（日）保健センター
10月  3  日（月）第三文化センター

11月15日（火）～25日（金）9月15日（木）～23日（金）8月1日（月）～15日（月）申込期間

○C K.Okawara・Jet Inoue

稲城稲城
なしのすけなしのすけ

検診車（胃がん・乳がん検診）
　詳細は、その都度広報いなぎにてお知らせします。

土・日曜日も
受けられる

（2）市長コラム主
な
記
事

（3）熱中症防止シェルター

（6）アドボカシー相談

　多摩川流域11自治体交流
（8）イベントラリー 

胃がん検診
■対35歳以上の方（昭和57年4月1日以前生まれの方）
※原則1年度に1回の受診
※胃等の手術をした方、治療中の方、腎疾患・心疾患で水分制限のある方、妊
娠中・授乳中の方等を除く。
※昭和51年4月2日～昭和52年4月1日生まれの方は、5月中旬頃に送付した受
診勧奨券をご利用ください。
■場市立病院健診センター〔平日、12月3日（土）、平成29年2月18日（土）〕

▽検査方法　問診、バリウムによる胃部エックス線撮影検査
■費1,370円　※保険割合1割負担＝450円、2割負担＝910円

子宮 頸 がん検診　 無料クーポンあり
けい

■対20歳以上の方（平成9年4月1日以前生まれの女性で、昨年度未受診の方）
※既に子宮頚がんと診断された方または治療中の方、妊娠中の方を除く。
■場①市立病院健診センター（平日）②ベリエの丘クリニック（平日、土曜日）

▽検査方法　問診、視診、内診、細胞診検査
■費2,110円　※20歳代（昭和62年4月2日～平成9年4月1日に生まれた方）は無料
※保険割合1割負担＝700円、2割負担＝1,400円

▽申込期限　平成29年1月22日

▽受診期限　平成29年3月15日
■先保健センター（〒206－0804稲城市百村112－1）

持参、郵送、「東京共同電子申請・届出サービス」
�で申し込み　※保健センターで申込書に記入し、提
出可。携帯電話の場合は、右記ＱＲコードから手続可

受診券、受診案内が到着（対象者のみ）
※毎月22日に締め切り、翌月上旬に郵送

各医療機関へ直接予約

受診

１

４

２

３

申 込 方 法

子宮頸がん・乳がん検診　無料クーポン配付

詳細は6面へ

○○がん検診
希望

1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

▲申込記入例

■問■問保健センター　1378－3421

肺がん検診
■対40歳以上の方（昭和52年4月1日以前生まれの方）
※既に肺がんと診断された方または治療中の方、妊娠中の方を除く。
■場市立病院健診センター（平日）

▽検査方法　問診、低線量胸部ＣＴ撮影
■費4,150円　※保険割合1割負担＝1,380円、2割負担＝2,760円

乳がん検診　 無料クーポンあり
■対40歳以上の方（昭和52年4月1日以前生まれの女性で、昨年度未受診の方）
※既に乳がんと診断された方または治療中の方、妊娠中・授乳中の方を除く。
■場市立病院健診センター（平日）

▽検査方法　問診、視触診、マンモグラフィ検査（乳房エックス線撮影検査）
■費2,430円　※保険割合1割負担＝810円、2割負担＝1,620円

乳がん検診（検診車）日程
第4期第3期第2期会場

平成29年2月25日（土）12月17日（土）10月15日（土）保健センター
平成29年1月1日（日・祝）～13日（金）10月15日（土）～28日（金）8月1日（月）～15日（月）申込期間
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

▽
6
月
下
旬
及
7
月
上
旬
の
作
業
日
・
地
区　

6
／　
（
火
）・
坂
浜
、
6
／　
（
火
）・
大
丸
、
7
／
5（
火
）・
平
尾
、
7
／　
（
火
）・
百
村
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼 　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

21

28

12

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
曜
日
か
ら
月
曜
日
ま
で
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

環境 環境 

障害 
福祉 
障害 
福祉 

　

多
く
の
方
に
障
害
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な

障
害
を
テ
ー
マ
に
市
民
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。　

　

各
講
座
の
詳
細
は
、
そ
の
都
度

広
報
い
な
ぎ
に
掲
載
し
ま
す
。　

■日
 

■内
 

■問
 

左
表
参
照

　

蜂
が
活
動
す
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
蜂
は
家
の
軒
下
や
庭
木
の

枝
な
ど
に
巣
を
作
り
ま
す
。
巣
は

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
大
き
く
な

り
ま
す
の
で
、
小
さ
い
う
ち
に
駆

除
し
ま
し
ょ
う
。　

　
危
険
性
の
高
い
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、

む
や
み
に
刺
激
せ
ず
、
専
門
業
者

に
駆
除
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

蜂
の
巣

駆
除
は
小
さ
い
う
ち
に

　

発
達
障
害
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

と
、
そ
の
特
性
に
合
わ
せ
た
対
応

や
工
夫
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

■日
 

７
月　

日（
金
）

１５

■時
 

午
前　

時
〜
正
午
（
受
付
＝
午

１０

前
９
時　

分
〜
）

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■講
 

森　

裕
幸
氏
（
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ
臨
床
心
理

士
）

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

※
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
場
合
は

氏
名
・
お
住
ま
い
の
市
町
村
・
連

絡
先
を
明
記

※
参
加
に
あ
た
り
、
何
か
配
慮
が

障
害
を
理
解
す
る
た
め
の

基
礎
講
座
（
年
間
予
定
）

レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ
発
達
支

援
講
座

発
達
障
害
基
礎
講
座

具
体
的
な
対
応
と
工
夫

い
な
ぎ
発
信
基
地

ペ
ア
テ
ラ
ス
の
誕
生

　

４
月　

日
、　

南
武
線
稲
城

２３

JR

長
沼
駅
高
架
下
に
観
光
発
信
拠

点
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
本

施
設
を
開
業
で
き
ま
し
た
の
は

連
続
立
体
交
差
事
業
が
完
了
し

た
か
ら
で
あ
り
、
東
京
都
建
設

局
及
び　

東
日
本
八
王
子
支
社

JR

に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
本
施
設
を
こ
の
よ
う

な
コ
ン
セ
プ
ト
で
発
足
で
き
ま

し
た
の
は
、
地
元
在
住
の
メ
カ

ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
大
河
原
邦

男
様
、
マ
ル
チ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

井
上
ジ
ェ
ッ
ト
様
の
お
か
げ
で

あ
り
、御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
区
画
整
理
事

業
や
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
に
合
わ

せ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
半
面
、
昼
間
人
口
の

流
失
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

希
薄
化
な
ど
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
典
型
的
な
都
市
化
問
題

も
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
新
た
に
市
民
に
な
っ

た
方
々
に
今
後
も
住
み
続
け
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
地
域
に

愛
着
を
感
じ
、
稲
城
を
故
郷
と

認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
と
思
い
、
そ
の
た
め
の
一
つ

の
手
法
と
し
て
観
光
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
大

切
と
考
え
、
公
約
の
主
要
な
柱

に
据
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

観
光
事
業
と
し
て
は
、
三
沢

川
側
道
の
桜
並
木
を
は
じ
め
、

日
頃
何
気
な
く
見
過
ご
さ
れ
て

き
た
日
常
風
景
の
観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
や
、認
証
制
度「
稲

城
の
太
鼓
判
」
を
立
ち
上
げ
て

市
内
特
産
品
を
お
土
産
と
し
て

推
奨
す
る
こ
と
等
を
行
う
と
と

も
に
、
大
河
原
先
生
と
井
上
先

生
に
製
作
し
て
い
た
だ
い
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
市
制
施
行　

周
４０

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
市

に
寄
贈
い
た
だ
き
、
「
稲
城
な

し
の
す
け
」
と
し
て
、
ゆ
る
キ

ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
新
た
な
観
光
事
業
創

出
の
過
程
に
お
き
ま
し
て
は
、

稲
城
の
太
鼓
判
を
ど
こ
か
一
箇

所
の
お
店
に
集
め
て
常
設
販
売

で
き
な
い
か
、
市
制
施
行　

周
４０

年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
し
た

「
大
河
原
邦
男
作
品
展
」
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
一
過
性
で
な

く
定
例
行
事
と
し
て
継
続
で
き

な
い
か
、
と
い
う
様
々
な
課
題

が
浮
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

解
決
の
た
め
に
は
、
市
内
に
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
施

設
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
、
観
光
発
信
拠
点
の
構
想

を
立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。

　

構
想
を
具
体
化
す
る
に
あ
た

り
、
施
設
の
立
地
場
所
は
高
架

稲城市長
�橋　勝浩

市
長
コ
ラ
ム
No.55

子育て 
教育 
子育て 
教育 

　

６
月
以
降
の
受
給
資
格
を
確
認

■時
 

平
日
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

７
時
、
土
・
日
曜
日
＝
午
前　

時
１０

〜
午
後
５
時

▽
子
ど
も
の
人
権　

番　

1
０
１

１１０

２
０
・　

・　

（
全
国
共
通
）

００７

１１０

▽
相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員（
東

京
都
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど

も
人
権
委
員
会
）
、
法
務
局
職
員

（
東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
）

■問
 

東
京
法
務
局
第
二
課　

1　

・
０３

５
２
１
３
・
１
２
３
４

平
成

年
度
全
国
一
斉

28

「
子
ど
も
の
人
権

番
」

１１０

強
化
週
間

電
話
に
よ
る
子
ど
も
の
た

め
の
人
権
相
談

現
況
届
を
受
付
中

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手

当

類
を
お
預
か
り
で
き
ま
す
。

■限
 

６
月　

日（
木
）必
着

３０

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

下
を
有
効
活
用
で
き
る
稲
城
長

沼
駅
と
し
、
付
帯
設
備
と
し
て

大
河
原
先
生
の
い
ず
れ
か
の
作

品
を
大
型
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し

て
常
設
展
示
す
る
こ
と
を
当
初

か
ら
想
定
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
構
想
を
「
稲
城
の

魅
力
発
信
！
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

企
画
案
に
取
り
ま
と
め
、
平
成

　

年
５
月
に　

東
日
本
八
王
子

２５

JR

支
社
を
訪
問
し
て
提
案
説
明
し

た
の
が
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
が
、
構
想
か
ら
原
案
が
固
ま

る
ま
で
に
は
、
長
い
期
間
と
関

係
者
間
の
調
整
が
必
要
で
し
た
。

特
に
大
型
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
製

作
に
当
た
っ
て
は
、
大
河
原
先

生
ご
自
身
か
ら
物
心
両
面
で
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
ガ
ン
ダ

ム
と
シ
ャ
ア
ザ
ク
に
決
定
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠

に
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
改
め

て
、
大
河
原
先
生
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
施
設
の
運
営
は
、
市
民
に

身
近
で
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
、
民
間
事
業
者
に
お
願
い

す
る
こ
と
と
し
、
指
定
管
理
者

と
し
て
稲
城
市
商
工
会
に
委
託

し
て
お
り
ま
す
。
映
像
や
チ
ラ

シ
に
よ
り
新
し
い
情
報
を
発
信

す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
ほ
か
、
梨
・
ぶ
ど
う
な
ど

の
特
産
品
や「
稲
城
の
太
鼓
判
」

等
を
販
売
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス

ペ
ー
ス
、
作
品
を
展
示
す
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
稲
城
の
新
し
い
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

様
々
な
事
業
や
施
設
の
集
客
効

果
も
あ
い
ま
っ
て
、
よ
り
多
く

の
市
民
や
市
外
か
ら
の
お
客
様

に
楽
し
ん
で
ご
利
用
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
こ
の
施
設
を
皆
さ

ん
ご
自
身
が
主
体
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
に
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

こ
の
拠
点
か
ら
市
内
全
域
に
に

ぎ
わ
い
が
広
が
り
、
稲
城
の
情

報
発
信
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲いなぎ発信基地ペアテラスの内装

　東京都は、6月1日から協賛頂ける企業や店
舗を募集しています。
　協賛店が中学生以下の子供のいる家庭・妊婦
の方に対して、調乳用のお湯の提供や商品の割
引などの様々なサービスを提供する「子育て応
援とうきょうパスポート事業」を10月から実
施する予定です。
　詳細は「子育て応援とうきょうパスポート」・
「東京都福祉保健局」�をご覧ください。
■問東京都福祉保健局計画課子育て応援事業担当
　103－5320－4115

募募集集ししまますす
子子育育てて応応援援

ととううききょょううパパススポポーートト
事事業業協協賛賛店店

　

市
で
は
平
成　

年
に
「
稲
城
市

１２

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
市
民
条
例
」

を
制
定
し
、
空
き
缶
や
た
ば
こ
の

吸
い
殻
、
一
般
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

吸
い
殻
入
れ
の
無
い
場
所
で
喫

煙
を
す
る
場
合
は
、
携
帯
用
吸
い

殻
入
れ
を
携
帯
し
、
使
用
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止

す
る
た
め
、
児
童
手
当
・
児
童
育

成
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
、

現
況
届
の
案
内
書
類
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、
今
後
手
当
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
対
象
者
で
書
類

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■申
 

窓
口
、
郵
送
（
特
定
記
録
郵
便

等
を
お
勧
め
し
ま
す
）

※
６
月　

日（
木
）ま
で
、
市
役
所

３０

１
階
ロ
ビ
ー
に
児
童
手
当
専
用
特

設
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
（
休

日
開
庁
日
の
み
児
童
育
成
手
当
も

特
設
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
）
。

※
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
も
書

　

学
校
で
の
「
い
じ
め
」
や
家
庭

内
の
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の

た
め
の
無
料
人
権
相
談
を
電
話
で

行
い
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■日
 

６
月　

日（
月
）〜
７
月
３
日

２７

（
日
）

市
民
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
や
ル

ー
ル
を
守
り
、
ポ
イ
捨
て
の
な
い

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

必
要
な
方
は
事
前
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ポ

ー
い
な
ぎ　

1　

・
８
７
９
４
、

３３１

5　

・
８
７
９
５　

� resu

３３１

po

‐ inagi@
inagi

‐ masa
yum

e.com

市内農産物栽培の病害虫対策
　稲城市で長い歴史のある果樹類の栽培は、年に複
数回、病害虫対策のために農薬を使用する必要があ
ります。市では、農薬の飛散を抑える防薬シャッタ
ーの設置促進や、農薬散布を周知するのぼり旗の掲
揚の徹底など、周辺環境と共生できる農業の取り組
みを進めています。
　市民の皆さんには、ご理解とご協力をお願いし
ます。
梨赤星病予防
　ビャクシン類（貝塚イブキ、玉イブキ、一部のコ
ニファー等）は梨の「赤星病」の伝染源となります。
　特産物の梨を守り、農薬使用回数を減らすために
も市内にはこれらの植物を植えないようご協力をお
願いします。
■問経済観光課農政係、ＪＡ東京みなみ稲城支店指導
経済課　1377－6002

市市内内果果樹樹栽栽培培ににごご協協力力くくだだささいい

障害を理解するための基礎講座年間予定表
問い合わせ先内容開催日
社会福祉協議会ニート・ひきこもりの理解とその支援

2回連続講座
  7  月14日（木）
  7  月28日（木）

レスポーいなぎ発達障害基礎講座  7  月15日（金）
マルシェいなぎ障害者の防災について①  9  月15日（木）
レスポーいなぎ大人の発達障害10月14日（金）
マルシェいなぎ障害者の防災について②11月16日（水）
障害福祉課障害者週間講演会12月  6  日（火）
マルシェいなぎ高次脳機能障害講演会平成29年1月未定
レスポーいなぎコミュニケーションの育て方ほか  3  月10日（金）



（3）　代表電話は042－378－2111 28・6・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

介
護
予
防
教
室

夏
を
乗
り
切
る
食
事
を
学
ぼ
う

管
理
栄
養
士
が
夏
バ
テ
予
防
の
食
事
を
教
え
ま
す
（
実
習
は
あ
り
ま
せ
ん
）。　

■対　

歳
以
上
の
方　

■日
7
月
4
日（
月
）　

■時
午
前　

時
〜　

時　

分　

■場
押
立
の
家
（
押
立
7
2
8
の
1
）

65

10

11

30

■定　

人
（
申
込
先
着
順
）　

■講
藤
田　

里
栄
子
氏
（
駒
沢
学
園
健
康
栄
養
相
談
室
）　

■申
電
話　

■先
■問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
の
く
ち　

1
3
7
0
・
2
2
0
2

20

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

申
請
受
付
中

高
齢
者
向
け
給
付
金

　

申
請
書
や
申
請
用
封
筒
等
を
広

報
い
な
ぎ
５
月
１
日
・
６
月
１
日

号
と
一
緒
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

支
給
対
象
者
等
に
つ
い
て
は
、
申

請
書
類
や
市 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

※
申
請
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

■申
 

郵
送
（
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
）

■限
 

８
月
２
日（
火
）消
印
有
効

■先
 

生
活
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金

担
当

■問
 

○
生
活
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付

金
担
当　

1　

・
８
８
７
６
（
平

３７７

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

○
厚
生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル　

1
０
５
７
０
・　

・　
０３７

１９２

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
、

７
月　

日
ま
で
は
土
・
日
曜
日
、

３１

祝
日
も
開
設
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

給
付
金
支
給
を
装
っ
た
振
り
込
め

詐
欺
や
個
人
情
報
・
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
詐
取

○
市
や
厚
生
労
働
省
等
が
給
付
金

高
齢
者
出
張
理
髪
サ
ー
ビ

ス
割
引
券

■対
 

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
長
期

６５

に
わ
た
っ
て
居
宅
で
寝
た
き
り
状

態
に
あ
り
、
介
護
が
必
要
な
方

※
入
院
・
入
所
中
の
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

▽
配
布
枚
数　
１
人　
枚
ま
で（
１

１０

千
円
×　

枚
）

１０

※
申
請
日
に
よ
っ
て
枚
数
が
異
な

り
ま
す
。

■申
 

窓
口

■限
 

平
成　

年
３
月　

日

２９

３１

■先
 

高
齢
福
祉
課
、
平
尾
・
若
葉
台

出
張
所

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

開
催
し
ま
す

棒
体
操
講
習
会

　

棒
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋

力
ア
ッ
プ
・
音
楽
に
合
わ
せ
て
の

運
動
を
行
い
ま
す
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
変
化
す
る
お
口

の
環
境
を
知
り
、
老
化
や
病
気
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。　

歳
を
過
ぎ
た

６５

ら
実
践
し
た
い
口
腔
ケ
ア
の
方
法

　

「
賢
い
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
選

び
方
」
を
施
設
職
員
の
体
験
を
交

え
て
お
教
え
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
住
宅
と
の
違
い
な
ど

情
報
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
と
そ

６５

の
ご
家
族

■日
 

６
月　

日（
木
）

３０

■時
 

午
後
２
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

総
合
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■講
 

萩
原　

伸
介
氏
〔
ア
ー
ス
サ
ポ

ー
ト（
株
）施
設
事
業
部
リ
ー
ダ
ー
〕

■申
 

電
話
〔
６
月　

日（
木
）〜
〕

１６

■限
 

６
月　

日（
木
）

３０

　

み
ど
り
ク
ラ
ブ
は
、
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方
が
「
友
達
が
ほ
し

６０い
！
」
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！
」
「
生
涯
健

康
！
」
な
ど
の
思
い
で
集
ま
っ
て

を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数
料
等

の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
や
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も

ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
給
付
金
の
申
請
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
友
愛
活
動
、

カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
、
手
芸
な
ど
の

趣
味
活
動
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取

※
棒
を
お
持
ち
で
無
い
方
に
は
、

棒
を
貸
し
出
し
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６５

■日
 

６
月　

日（
金
）

２４

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

総
合
体
育
館
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ア
リ

ー
ナ

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１２０
■講
 

岡
部　

智
美
氏
（
棒
体
操
協
会

講
師
）

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
（
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
）

や
、
表
情
豊
か
に
楽
し
く
で
き
る

口
腔
体
操
を
歯
科
衛
生
士
が
教
え

ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６５

■日
 

７
月　

日（
月
）・　

日（
火
）

１１

１９

※
２
日
間
コ
ー
ス

■時
 

午
後
１
時
〜
３
時

口
腔
機
能
向
上
講
座

元
気
ア
ッ
プ
！

歯
つ
ら
つ
教
室

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市 　 
で
も
各

HP

ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■申
 

電
話

■先
 

居
住
す
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
の
代

表
者
（
左
表
参
照
）

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

入
会
募
集
中

み
ど
り
ク
ラ
ブ

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

各クラブ代表者連絡先
連絡先代表者名クラブ名地域

377－8270 関  口 　 光  基 
せき ぐち こう き

第一寿会矢野口北部

378－2656 田  中 　 勇 
た なか いさむ

第二寿会矢野口南部

377－7843 相  馬 　 吉  之  助 
そう ま きち の すけ

常春会東長沼

377－7548 松  本 　 和  美 
まつ もと かず み

長寿会大丸

377－6014 山  本 　 脩 
やま もと おさむ

福寿会大丸・都営団地

377－3707 亀  井 　 正  常 
かめ い まさ つね

高砂会押立

331－6574 新  倉 　 孝  一 
にい くら こう いち

常盤会坂浜・若葉台

331－2426 木  本 　 保  典 
き もと やす のり

あゆみ会平尾

331－7005 山  本 　 元  子 
やま もと もと こ

むつみ会平尾宅地分譲
・平尾住宅

404－8015 中  川 　 利  昭 
なか がわ とし あき

向寿会向陽台・長峰
百村・若葉台

331－4746 岸  田 　 允  宏 
きし だ のぶ ひろ

杜の会若葉台
（ワルツの杜）

350－1621 田  渕 　 昌  男 
た ぶち まさ お

ゆうわ会
若葉台
（ファインスト
ーリア）

　熱中症の予防と節電のため、日中猛暑時の避難場所として、熱中症防止シェル
ター（涼み処）をご利用ください。なお、涼み処専用の冷水等はご用意していませ
んので、飲み物等は各自でご用意ください（ふれあいセンターではお茶等の用意が
あります）。
■日7月1日（金）～9月30日（金）　※施設によって開館日時が異なります。
■時■場下表参照　■問総務契約課総務係

熱中症防止シェルター（涼み処）
開館日・開館時間所在地名称・連絡先

毎日（祝日を除く）
午前9時～午後5時百村7福祉センター（1階ロビー）

1378－3366

月・水・金曜日（祝日を除く、夏季休
館日あり）※1
午前10時～午後3時

百村7
（福祉センター内）

ふれあいセンター百村・東長沼
1378－6320

押立410－3
（ジョイハウスたま
がわ集会室）

ふれあいセンター押立
1378－4682

坂浜2996－2
（稲城老人会館内）

ふれあいセンター坂浜
1331－4501

向陽台3－2
（向陽台小学校内）

ふれあいセンター向陽台
1319－2410

平尾3－1－3
（平尾小学校内）

ふれあいセンター平尾
1331－5143

矢野口1604
（矢野口自治会館内）

ふれあいセンター矢野口
1379－7730

月・木・金曜日（祝日を除く、夏季休
館日あり）※1
午前10時～午後3時

大丸1171
（オーエンス健康プ
ラザ内）

ふれあいセンター大丸
1370－2284

毎日（第2・4月曜日を除く、ただし第
2・4月曜日が祝日の場合はその翌日）
午前9時～午後6時

長峰1－1
（稲城中央公園内）

総合体育館（1階ロビー）
1331－7156〔（公財）いなぎ
グリーンウェルネス財団〕

毎日（第1・3・5月曜日を除く）
○火～土曜日　午前9時～午後10時
○日曜日・祝日、第2・4月曜日
　午前9時～午後5時

東長沼2111
中央文化センター（1階ロビー）
※2
1377－2121

毎日（第1・3・5月曜日、祝日を除く）
○火～土曜日　午前9時～午後10時
○日曜日、第2・4月曜日
　午前9時～午後5時矢野口1780

第二文化センター
1378－0567
（1階ロビー）

毎日（第1・3・5月曜日、祝日を除く）
午前9時～午後5時

（2階生活文化施設やのくち　
談話室）

毎日（第1・3・5月曜日、祝日を除く）
○火～土曜日　午前9時～午後10時
○日曜日、第2・4月曜日
　午前9時～午後5時

平尾1－20－5第三文化センター（1階ロビー）
1331－0230

東長沼271第四文化センター（1階ロビー）
1377－4406

向陽台6－7城山文化センター（1階ロビー）
1379－5411

毎日（第2・4月曜日を除く、ただし第
2・4月曜日が祝日の場合はその翌日）
午前8時30分～午後10時

若葉台2－5－2
ｉプラザ（１階エントランスホ
ール・図書館入り口前）
1331－1720

毎日（第4月曜日を除く、ただし第4
月曜日が祝日の場合はその翌日）
午前9時～午後8時

向陽台4－6－18
（城山公園内）

中央図書館（城山体験学習館）
1378－7111

毎日（月曜日を除く）
午前9時～午後9時平尾1－9－1複合施設ふれんど平尾（1階談話室）

1350－1131
※１　夏季休館日の日程等の詳細は社会福祉協議会（1378－3366）へお問い合わせください。
※２　中央文化センター（1階ロビー）は、ホールの改修工事に伴い、7月中旬から9月上旬

頃まで1階ロビーが閉鎖される予定です。閉鎖中は他の涼み処をご利用ください。

ごご利利用用くくだだささいい
熱熱中中症症防防止止シシェェルルタターー（（涼涼みみ処処））

自分で　 をつけてみましょう !
□硬い物が食べにくくなった
□汁物でむせることがある
□口の渇きが気になる
□言葉が話しにくい
□いつまでもおいしく食事がしたい

上記のうち一つでも　 がついた方は、
ぜひご参加ください。

▲グラウンドゴルフ大会の様子

家
族
介
護
者
教
室

■場
 

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０
■申
 

電
話
〔
６
月　

日（
木
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

▲昨年の講習会の様子

　

６
月
１
日
現
在
登
録
資
格
の
あ

る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
き
、
６
月
２
日
に
定
時
登

録
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
定
時

登
録
に
よ
る
市
全
体
の
選
挙
人
名

簿
登
録
者
数
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

■問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

選挙人名簿登録者数 ������� 6月2日現在
計
（人）

女
（人）

男
（人）投票所名投票

区
5,3352,5132,822稲城第一小学校1
6,5063,1743,332福祉センター2
3,2101,6241,586第 四 保 育 園3
2,1681,0501,118稲城第二小学校4
4,7472,2702,477稲城第四小学校5
3,3361,6201,716稲城第四中学校6
2,8641,4561,408平 尾 小 学 校7
5,1162,4402,676大丸地区会館8
4,3602,2322,128ふれんど平尾9
4,2742,0702,204稲城第七小学校10
5,3272,7172,610向陽台小学校11
2,2511,1811,070平尾自治会館12
3,6511,8751,776城 山 小 学 校13
3,8402,0051,835長 峰 小 学 校14
4,3502,2442,106若葉台小学校15
3,7601,8281,932稲城第三中学校16
4,0522,1031,949稲城第六中学校17
69,14734,40234,745合　　　計

選選
挙挙
人人
名名
簿簿
のの

登登
録録
者者
数数

６６
月月
のの
定定
時時
登登
録録

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

う
よ
う
だ
い　

1　

・
０
０
４
０

３７０



28・6・15 代表電話は042－378－2111　（4）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

保険 
年金 
保険 
年金 

税金 税金 

固
定
資
産
税

紹紹介介ししまますす
新新ししいい民民生生委委員員・・児児童童委委員員

　犯罪や非行を無くし、罪を犯した人たちの立ち直りを支えるのは、地域のチカラです。
　犯罪や非行を防止するとともに、罪を犯した人が社会に戻った時に同じことを繰り返
さずに済むような「明るい地域社会」を築きましょう。
社会を明るくする運動ＰＲ活動
　犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について理解を深めていただくため、駅頭や街頭でＰＲ
活動を行います。

▽稲城市推進委員会構成団体名称　保護司会、更生保護女性会、稲城市、稲城市教育委員会、社会福祉協
議会、自治会、民生・児童委員協議会、青少年委員、東京都薬物乱用防止推進稲城市協議会、青少年育成
地区委員会、東京稲城ロータリークラブ、多摩稲城防犯協会、地区体育振興会、大丸婦人会、（株）読売巨
人軍、東京ヴェルディ1969フットボールクラブ
（株）、稲城市商工会など
駅頭・街頭ＰＲ
■日7月1日（金）　■時午前7時～8時30分
■場京王よみうりランド駅、稲城駅、若葉台駅、矢野
口駅、稲城長沼駅、南多摩駅、平尾団地バス停など
読売ジャイアンツ球場ＰＲ
■日7月11日（月）　■時午後3時～4時
■場読売ジャイアンツ球場
保護司の活動（名簿右表）
　保護司は法務大臣から委嘱され、保護観察官と協
働で、罪を犯した人の保護観察や更生の手助けを行
い、犯罪・非行を予防するための活動を、関係機関・
団体と協力して行っています。
青少年の非行・被害防止全国強調月間
非行や犯罪から青少年を守ろう
　社会全体で広く青少年の非行を防止し、また青少
年を犯罪から守り、健全な育成を図るためには、関
係機関・団体、地域住民が共通の理解と認識を深め、
青少年の規範意識の醸成と社会環境の浄化を図るこ
とが必要です。
　青少年の非行防止と保護に対し、ご協力をお願い
します。

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

平
成　

年
中
に
新
築
・
増
改
築

２８

し
た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
屋
調
査
と
は
、
各
部
屋
の

間
取
り
・
使
用
材
料
・
施
工
程
度

な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
、
市
職
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
は
事
前

に
文
書
で
ご
連
絡
し
、
日
時
を
約

束
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
額
の
軽
減
（
減
額
）

▽
新
築
住
宅
（
長
期
優
良
住
宅
を

含
む
）
の
軽
減

新
築
住
宅
で
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
住
宅
は
、新
築
後
一
定
期
間
、

固
定
資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽
住
宅
の
改
修
工
事
の
減
額　

次

の
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
、
家

屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ
月

以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

▽
通
知
対
象
と
な
る
方

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

○
稲
城
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

参
加
者
募
集

健
診
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
自
分
の
健
康

状
態
を
知
る
事
が
健
康
維
持
・
増

進
へ
の
第
一
歩
で
す
。

■対
 
　

〜　

歳
（
歩
数
・
体
重
等
の

４０

７４

計
測
を
記
録
で
き
る
方
）

※
現
在
治
療
中
の
方
は
応
相
談

■日
 

９
月
３
日（
土
）、　

月　

日

１１

２６

（
土
）

※
両
日
参
加
が
必
要
で
す
。

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

駒
沢
学
園
八
十
周
年
館

※
駐
車
場
有
り

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１００
■内
 

身
体
計
測
、
骨
密
度
測
定
、
筋

力
計
測
、
歩
数
計
測
、血
液
検
査
、

簡
単
な
食
生
活
状
況
調
査
等

■費
 

１
千
円

■申
 

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

〔
①
教
室
名
「
健
フ
ォ
ロ
」
②
名

前
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
性
別
④
生
年

月
日
⑤
住
所
（
郵
便
番
号
含
）
⑥

電
話
番
号
⑦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〕

■先
 

■問
 

駒
沢
学
園
健
康
栄
養
相
談
室

（
〒　

・　
　

稲
城
市
坂
浜　

） 

２０６

８５１１

２３８

1　

・
７
１
６
７（
火
曜
〜
金
曜
、

３５０
午
前　

時
〜
午
後
４
時
）、
5　
・

１０

３５０

７
１
７
５
、
� eiyou

‐ care
@
kom

ajo.ac.jp

納期限　6月30日（木）

市・都民税（普通徴収）
（第１期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

　

情
報
公
開
制
度
で
は
、
市
政
に

関
す
る
市
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、

公
平
で
透
明
な
行
政
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
が
保

有
す
る
行
政
情
報
の
開
示
を
求
め

る
権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
で
は
、
市

が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ご
自

身
の
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・

利
用
停
止
を
求
め
る
権
利
を
保
障

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
う
ち

特
定
個
人
情
報
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
含
む
個
人
情
報
）に
つ
い
て
は
、

条
例
等
で
一
層
の
保
護
措
置
を
し

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
各
制
度
の
実
施

２７

状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■問
 

情
報
管
理
課
文
書
法
制
係

○
耐
震
改
修
（
昭
和　

年
１
月
１

５７

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
対

象
）

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
新
築
さ

れ
た
日
か
ら　

年
以
上
経
過
し
た

１０

住
宅
を
対
象
）

○
省
エ
ネ
改
修
（
平
成　

年
１
月

２０

１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を

対
象
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ

改
修
の
み
、
重
複
し
て
適
用
可

※
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
減
額
の

対
象
面
積
や
期
間
、
申
請
に
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■先
 

■問
 

課
税
課
家
屋
係

中
の
方

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
に
よ
り
、
一
カ
月
当
た
り

の
薬
剤
の
金
額
が　

円
以
上
安
く

３００

な
る
可
能
性
が
あ
る
方

○
通
知
対
象
と
な
る
診
療
に
お
い

て
対
象
薬
剤
を
処
方
さ
れ
て
い
る

方▽
通
知
の
時
期

○
７
月
通
知
（
４
月
診
療
分
）

○　

月
通
知
（
７
月
診
療
分
）

１０
○
２
月
通
知
（　

月
診
療
分
）

１１

▽
対
象
薬
剤

循
環
器
官
用
薬
、呼
吸
器
官
用
薬
、

消
化
器
官
用
薬
、
副
腎
ホ
ル
モ
ン

剤
、
糖
尿
病
用
剤
、
血
液
凝
固
阻

止
剤
、
鎮
痛
、
鎮
痒
、 
収
斂 
、
消

し
ゅ
う
れ
ん

炎
剤

▽
切
り
替
え
を
希
望
す
る
場
合

医
師
や
薬
剤
師
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
（
治
療
の
方
針
な
ど
に

よ
り
、
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
）
。

※
送
付
を
希
望
し
な
い
場
合
に
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

表1　情報公開制度の実施状況
（単位：件）

21開示請求件数
5取下げ件数
4全部開示

開示決定の
内容

10一部開示
2非開示
2うち不存在
0不服申立て

国
民
健
康
保
険

送
付
し
ま
す

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
関
す
る
お
知
ら
せ
」

表2　個人情報保護制度の実施状況
（単位：件）
9（０）開示請求件数
1（０）取下げ件数
5（０）全部開示

開示決定の
内容

3（０）一部開示
0（０）非開示
0（０）うち不存在
0（０）訂正請求件数
0（０）利用停止請求件数
0（０）不服申立て

※（　）内は、特定個人情報に係る件数

　6月1日付で矢野口地区の山本美由紀氏が厚生
労働大臣から民生委員・児童委員の委嘱を受けま
した。
　稲城市には56人の民生委員・児童委員と4人の
主任児童委員がいます。
　民生委員・児童委員、主任児童委員は高齢者福
祉や児童福祉など日頃から地域における福祉問題
などに積極的に取り組んでいる他、行政をはじめ
とする関係機関と連携し、その解決に努力してい
ます。何かお困りの時にはお気軽に市役所または
担当地域の委員へご相談ください。

▽新委員　山本　美由紀氏（矢野口3750－39）
　　　　　1379－3208
■問生活福祉課地域福祉係

77月月はは全全国国強強調調月月間間
社社会会をを明明るるくくすするる運運動動、、青青少少年年のの非非行行・・被被害害防防止止

犯犯罪罪やや非非行行をを防防止止しし 立立ちち直直りりをを支支ええるる 地地域域ののチチカカララ
■問生活福祉課地域福祉係、児童青少年課青少年係

　福祉くらしの相談窓口では、生活の立て直しを
したい、仕事を探したい、借金の返済に困ってい
る、食べるものがなくて困っている等の相談を伺
い、自立した生活に向けた支援を行っています。
　お気軽にご相談ください。
■問生活福祉課地域福祉係福祉くらしの相談窓口

福福祉祉くくららししのの相相談談窓窓口口

献献血血ににごご協協力力くくだだささいい

　

駒
沢
学
園
が
あ
な
た
の
健
康
を

情情
報報
公公
開開
制制
度度
とと

個個
人人
情情
報報
保保
護護
制制
度度

のの
実実
施施
状状
況況

日野・多摩・稲城地区保護司会　稲城分区名簿
（6月1日現在）

住所氏名
平尾2－36－12 粟  井 　 洋  子 

あわ い よう こ

大丸938 芦  川 　 正  雄 
あし かわ まさ お

百村1072 松  原 　 一  郎 
まつ ばら いち ろう

押立983－4 横  田 　 定  利 
よこ た さだ とし

矢野口1113 原  田 　 正  美 
はら だ まさ み

向陽台4－2　みはらしの家Ｂ－102 門  井  八  重  子 
かど い や え こ

向陽台4－2　みはらしの家Ｂ－601 西  川 　　 毅 
にし かわ たけし

東長沼581 篠  崎 　 誠  一 
しの ざき せい いち

矢野口2284－11グローブスクエア609 角  田 　 政  信 
かく だ まさ のぶ

矢野口486－8 鹿  島 　 正  二 
か しま しょう じ

東長沼2030－3 川  島 　 保  之 
かわ しま やす ゆき

平尾1－28－13 馬  場 　 房  義 
ば ば ふさ よし

百村242－1� 浦 　　 昇 
うら のぼる

東長沼869－8� 木 　 伸  二 
ぎ しん じ

矢野口1569 唐  木 　 洋  子 
から き よう こ

稲城市長� 橋 　 勝  浩 
はし かつ ひろ

長峰3－3杜の二番街3－202 渡  邉 　　 力 
わた なべ ちから

大丸536－5多摩稲城マンション2－605 松  永 　　 健 
まつ なが たけし

坂浜551 池  田 　 教  秀 
いけ だ たか ひで

 　 
たか

 　 
たか
 　 
まつ

▲更正保護のマス
コットキャラク 
ター　更正ペンギ
ンのホゴちゃん

　東京都赤十字血液センターが、移動採血車によ
る献血を行います。献血に対する皆様のご理解と
ご協力をお願いします。
■日6月24日（金）
■時午前10時～11時45分、
　午後1時～3時45分
■場市役所西側駐車場　■問生活福祉課地域福祉係



（5）　代表電話は042－378－2111 28・6・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度　

市
で
は
大
地
震
に
対
し
、
住
宅
の
耐
震
性
能
を
判
断
す
る
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■先
■問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
助
成　

商
工
会
で
は
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
市
内
の
業
者
で
施
工
し
た
場
合
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■先
■問
商
工
会　

1
3
7
7
・
1
6
9
6

▲訓練の様子

消防署 消防署 

まち 
づくり 
まち 
づくり 

　

対
象
世
帯
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
維
持
管
理
、
地
震
等

に
よ
る
震
災
対
策
、
火
気
及
び
電

気
器
具
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
注

意
事
項
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
住

宅
防
火
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■対
 
　

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
と
救

６５
急
医
療
届
出
加
入
者

■日
 

７
月
１
日（
金
）〜
平
成　

年
３

２９

月　

日
３１

※
消
防
職
員
が
身
分
証
明
書
を
持

っ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

■問
 

予
防
課
査
察
指
導
係　

1　

・
３７７

７
１
１
９

実
施
し
ま
す

住
宅
防
火
診
断

○
子
ど
も
の
水
泳
や
水
遊
び
に
は

大
人
が
必
ず
同
伴
し
、
目
を
離
さ

な
い
。

○
海
や
プ
ー
ル
に
入
る
前
に
は
、

十
分
な
準
備
運
動
を
す
る
。

○
水
温
が
低
い
時
、
体
調
が
悪
い

時
、
お
酒
を
飲
ん
だ
時
は
水
に
入

ら
な
い
。

○
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
ら
、
必
ず
注
意

す
る
。

○
台
風
な
ど
の
大
雨
で
河
川
が
増

水
し
て
い
る
時
は
、近
付
か
な
い
。

○
万
が
一
の
場
合
に
備
え
、
普
通

救
命
講
習
を
受
講
す
る
（
稲
城
消

防
署
で
実
施
し
て
い
ま
す
）
。

■問
 

警
防
課
警
防
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９ 水

の
怖
さ
を
知
り
、
「
水

の
事
故
」
か
ら
尊
い
命
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

　

５
月　

日
に
取
り
壊
し
前
の
都

１５

営
ア
パ
ー
ト
を
活
用
し
、
耐
火
建

物
の
火
災
防
御
訓
練
や
救
助
活
動

訓
練
を
実
施
し
、
実
災
害
を
想
定

し
た
実
践
的
な
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
東
京
都
消
防
訓
練
所

の
講
師
の
も
と
ポ
ン
プ
操
法
訓
練

稲
城
市
消
防
団
普
通
教
育

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

街
路
灯
な
ど

　

現
在
、
市
内
に
は
約
７
７
０
０

基
の
街
路
灯
な
ど
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
球
切
れ
や
灯
具
の
損
傷
、

故
障
な
ど
お
気
付
き
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
左
の
写
真
の
よ
う
な

「
管
理
番
号
」
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

道
路
補
修

　

市
が
管
理
し
て
い
る
道
路
（
都

道
・
私
道
を
除
く
）
は
、
定
期
的

に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、道
路
に
穴
が
開
い
て
い
た
り
、

道
路
側
溝
な
ど
が
詰
ま
っ
た
り
し

ご
連
絡
く
だ
さ
い

街
路
灯
な
ど
の
球
切
れ
や

損
傷
道
路
の
補
修
な
ど

　

生
垣
の
設
置
費
用
と
既
存
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
新
た
に
生
垣
を
設
置
す
る
（
既

存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去
し
て

生
垣
に
す
る
場
合
も
含
む
）
。

○
生
垣
用
樹
木
の
高
さ
が
概
ね　
８０

　

身
近
な
み
ど
り
の
創
出
活
動
の

一
環
と
し
て
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
な
ど
に
な
る
樹
木
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
樹
木

①
健
全
で
美
観
上
に
も
優
れ
、
管

理
が
行
わ
れ
て
い
る
樹
木

②
高
さ
約　

メ
ー
ト
ル
以
上
で
幹

１０

の
直
径
が
地
上
１
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
で
約　

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
周

５０

囲
約
１
・
５
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の

樹
木

補
助
し
ま
す

生
垣
づ
く
り

て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

感
謝
と
お
願
い

　

日
頃
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に

道
路
や
水
路
の
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
道
路

や
水
路
の
清
掃
の
際
に
は
、
車
の

通
行
に
十
分
注
意
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

管
理
課
維
持
補
修
係

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
。

○
生
垣
の
総
延
長
が
３
メ
ー
ト
ル

以
上
で
あ
る
。

○
道
路
に
面
し
、
道
路
の
幅
が
４

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
。

※
必
ず
工
事
を
行
う
前
に
申
請
を

し
、
市
か
ら
の
交
付
決
定
後
に
工

事
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事

中
や
工
事
完
了
後
で
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
額　

①
生
垣
の
新
設
工

事
費
＝
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り
８
千

円
②
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤

去
費
＝
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り
５
千

円　※
①
②
の
補
助
対
象
は　

メ
ー
ト

３０

ル
ま
で
で
す
。

■問
 

土
木
課
緑
と
公
園
係

公公営営 稲稲城城・・府府中中
メメモモリリアアルルパパーークク

墓墓地地使使用用者者申申込込受受付付中中
　「公営　稲城・府中メモリアルパーク」
の墓地使用者の申し込みを受け付けてい
ます。なお、来年度以降も毎年1回募集
を行う予定です。

▽申込みのしおり配布場所　市民課、平
尾・若葉台出張所、各文化センター
■申郵送
※「申込みのしおり」に添付されている
使用申込書等を使用してください。
※詳細は「申込みのしおり」をご覧くだ
さい。
■限6月24日（金）（消印有効）
■先■問稲城・府中墓苑組合　1379－9731

管理用プレート・シールにある管理番号をご連絡ください。
地区により「若1･19･21」・「東長沼8－087」などの管理番号が貼
ってあります。

街
路
灯
・
防
犯
灯
の
一
例

道
路
側
溝
の
一
例

　

稲
城
ら
し
い
景
観
を
創
出
・
保

全
す
る
た
め
、
市
で
は
建
築
物
等

の
色
彩
に
つ
い
て
「
稲
城
市
景
観

色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
建
築
物
の

屋
根
や
外
壁
に
使
え
る
色
彩
の
範

囲
を
定
め
、
周
囲
の
風
景
に
比
べ

て
突
出
し
た
色
彩
に
な
る
こ
と
を

抑
制
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
特
徴

や
建
築
物
の
規
模
に
応
じ
た
色
彩

の
使
用
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
の
新
築
や
外
壁
の
塗
り
替

え
の
際
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確

認
い
た
だ
き
、
良
好
な
景
観
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

稲
城
市
景
観
色
彩
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

「
季
節
が
息
づ
く
、美
し
い

都
市
景
観（
ま
ち
な
み
）」

の
形
成
に
向
け
て

や
車
の
通
行
及
び
街
路
灯
の
妨
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
所
有
者
の
方

の
適
正
な
維
持
管
理
も
お
願
い
し

ま
す
。

水
路
に
ご
み
や
草
木
な
ど
を
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い

　

市
内
に
は
田
畑
へ 
灌  
漑 
す
る
た

か
ん 
が
い

め
の
用
水
路
が
網
の
目
状
に
巡
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
用
水
路
は
、
稲

城
の
特
産
で
あ
る
梨
･
ぶ
ど
う
の

道
路
沿
い
の
樹
木
や
生
け

垣
の
適
正
な
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

育
成
や
、
市
内
の
田
畑
を
潤
す
役

目
の
他
、
雨
水
を
排
水
す
る
役
目

も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

流
れ
て
来
る
ご
み
や
草
木
な
ど

が
、
水
路
内
に
堆
積
す
る
と
、
流

れ
を
阻
害
し
、
用
水
路
が
溢
れ
、

集
中
豪
雨
時
に
は
道
路
冠
水
や
床

下
浸
水
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
水
路
に
ご
み
や
草
木
な
ど

を
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

管
理
課
維
持
補
修
係

　

な
お
、
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ

た
区
域
で
建
物
の
外
壁
を
塗
り
替

え
る
場
合
は
、
事
前
に
使
う
色
彩

を
決
め
、
市
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

募
集
し
ま
す

保
存
樹
木

　

市
内
の
道
路
に
は
様
々
な
樹
木

が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
市
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
通
行
･
安
全
に

支
障
を 
来 
さ
な
い
よ
う
、
枝
切
り

き
た

や
刈
り
込
み
な
ど
適
正
な
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
有
地
の
樹
木
や
生
け

垣
が
道
路
に
は
み
出
し
、
歩
行
者

▲自然と調和した緑豊かな街並み（市内）

※
区
画
整
理
予
定
地
や
公
共
事
業

予
定
地
は
除
く
。

※
申
請
前
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
補
助
金
額　

１
本
当
た
り
年
額

２
千
円

■問
 

土
木
課
緑
と
公
園
係

集水 桝 
ます

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

都
市
計
画
課
景
観
と
地
区
計
画

係

放送内容情報伝達
手段

ピンポンパンポン（コールサイン）
「こちらは、稲城市です。」
「ただ今から訓練放送を行います。」
緊急地震速報チャイム音
「緊急地震速報。大地震です。大地震です。
これは訓練放送です。」（3回）
「こちらは、稲城市です。」
「これで訓練放送を終わります。」
ピンポンパンポン（コールサイン）

防災
行政無線
の放送

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

「 
Ｊ － ジ

ェ
イ

 
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ 
」
か
ら
送
ら

ア　
ラ　
ー　
ト

れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

様
々
な
情
報
伝
達
手
段
を
用
い
て

確
実
に
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た

め
、
全
国
で
緊
急
地
震
速
報
訓
練

を
行
い
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

■日
 

６
月　

日（
木
）

２３

■時
 

午
前　

時　

分
頃

１０

１５

Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
な
ど
を

活
用
し
て
瞬
時
に
情
報
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

■問
 

防
災
課
防
災
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
安
心
安
全
を

守
る
た
め
訓
練
を
継
続
し
ま
す
。

消
防
団
員
募
集

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
、あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
入
団
資
格　

○　

歳
以
上
の
男

１８

女　

○
心
身
と
も
に
健
康
な
方　

○
稲
城
市
居
住
ま
た
は
稲
城
市
内

の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方

■先
 

■問
 

防
災
課
消
防
団
係　

1　

・
３７７

７
１
１
９

道路側溝（横断グレーチング）

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

緊
急
地
震
速
報
訓
練
の
実
施



28・6・15 代表電話は042－378－2111　（6）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

【アドボカシー制度の概要】 

市
立
病
院（
患
者
・
ご
家
族
） 

市
立
学
校（
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
） 

相
談
者 

アドボカシー 
相談員 

（アドボカシー担当） 

市立病院 
市立小・中学校 

検討・改善 

審査結果報告 

意　見 

調査・助言 

相談・要望・ 
提案・苦情等 

調査結果等 
報告 

審査結果報告 審査結果報告 

是正等勧告 是正等勧告 

助言・　　 
調査依頼等 

審査申出・ 
報告・意見 

４
人
の
審
査
委
員
が
公
正
・
中
立
な
立
場
で
審
査
し
ま
す
。 

市　長 

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
審
査
会 

健康 
医療 
健康 
医療 

　

市
で
は
、
市
立
病
院
の
患
者

や
ご
家
族
、市
立
学
校
の
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
の
相
談
窓
口
と

し
て
、
市
立
病
院
ア
ド
ボ
カ
シ

ー
相
談
と
市
立
学
校
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
、
市
立
学
校
へ
の

意
見
や
要
望
、
疑
問
ま
た
は
苦

情
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
相
談
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
員
は
、
相
談

者
の
権
利
や
利
益
を
擁
護
す
る

第
三
者
的
な
立
場
で
、
早
期
解

決
に
向
け
て
対
応
し
ま
す
。

▽
平
成　

年
度
の
相
談
実
績

２７

　

市
立
病
院
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
＝

　

件
、
市
立
学
校
ア
ド
ボ
カ
シ

３１ー
＝　

件
１１

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係

アア
ドド
ボボ
カカ
シシ
ーー

相相
談談

よよ
りり
良良
いい
信信
頼頼
関関
係係
をを

目目
指指
しし
てて

　

都
で
は
、
大
麻
・
け
し
に
つ
い

て
、
正
し
い
知
識
を
広
め
、
不
正

栽
培
や
自
生
の
大
麻
・
け
し
の
撲

滅
を
図
る
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
東
京
都
薬
物
乱
用
防

止
推
進
稲
城
市
協
議
会
の
指
導
員

と
と
も
に
、
不
正
栽
培
や
自
生
の

大
麻
・
け
し
を
発
見
し
、
除
去
す

る
た
め
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
「
東
京
都
福
祉
保

健
局
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

東
京
都
薬
物
乱
用
防
止
推
進
稲

城
市
協
議
会
事
務
局
（
保
健
セ
ン

６
月
は
食
育
月
間

毎
月

日
は
食
育
の
日

１９

　

食
育
と
は
私
た
ち
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
た
め
、
食
に
関
す
る
知
識
と

食
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
人
間

を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

食
育
を
推
進
す
る
た
め
、
食
育

基
本
計
画
で
は
、
国
や
地
方
自
治

体
、
関
係
機
関
等
が
協
力
し
て
食

育
推
進
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
６
月
を
「
食
育
月
間
」
、
毎

月　

日
を
「
食
育
の
日
」
と
定
め

１９
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
き
っ
か
け

に
家
族
で
食
卓
を
囲
み
、
食
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

看
護
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
駅
前
の
保
健
室

■日
 

■場
 

６
月　

日（
土
）＝
若
葉
台
駅

２５

改
札
前

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■内
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
等

※
詳
細
は
「
稲
城
市
立
病
院
」 　 HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　
1　
・３７７

０
９
３
１

タ
ー
内
）　

1　

・
３
４
２
１

３７８

不
正
大
麻
・
け
し

撲
滅
運
動

７
月

日
ま
で

3１
６月15日～７月１日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時 ���� ■問保健センター　1378－3421

地区薬局医療機関日程

平尾－高クリニック
1331－820119日（日）

若葉台－もりこどもクリニック
1350－697726日（日）

７月の申込受付 �������� ■場■先■問保健センター　1378－3421

備考実施日
（7月）対象事業名

前日まで
に予約

27日（水）
平成27年6月1日～平成27年
7月31日に2500g未満で出
生し、定期的に医療機関で健
診を受けていないお子さん

低出生体重児の
1歳児健康診査

  6  日（水）平成26年6月生まれ2歳歯科健康診査

15日（金）平成25年12月生まれ2歳6か月児
歯科健康診査

  8  日（金）妊娠16週～27週の方妊婦歯科健康診査

【1コース2日制】
15日（金）
22日（金）

初産婦とそのパートナーの方
母親学級
（マタニティコース）
※

11日（月）第1子の保護者
（平成28年2月生）

離乳食調理講習会
※

2日前まで
に予約  8  日（金）未就学児母子健康相談

予約不要  5  日（火）多胎出生の乳幼児と保護者
（妊婦含む）ふたごの会

※母親学級は各先着20組まで、離乳食調理講習会は先着25人まで。

　

最
近
、
眠
れ
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ

す
る
こ
と
が
多
い
、
今
ま
で
楽
し

め
て
い
た
こ
と
が
楽
し
め
な
い
な

ど
、
こ
こ
ろ
の
疲
れ
を
感
じ
て
い

ま
せ
ん
か
。
自
分
自
身
や
大
切
な

家
族
の
心
の
健
康
を
簡
単
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
ア
ク
セ
ス
方
法

パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
、
市 　 
か
ら

HP

ア
ク
セ
ス
し
て
く

だ
さ
い
。

携
帯
電
話
の
場
合

は
、
下
図
内
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。

※
利
用
料
は
無
料

で
す
が
、
通
信
料

は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

※
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
住
所
な
ど

個
人
情
報
は
一
切

不
要
で
す
。

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー 

1　

・
３
４
２
１

３７８

アドボカシー相談　相談日など
市立学校アドボカシー

相談
市立病院アドボカシー

相談区分

毎週火・木曜日毎週月・火・木曜日相談日
午前9時～午後4時午前9時～正午相談時間
複合施設ふれんど平尾
3階相談室
※その他の公共施設をご希
望の場合は、申し込みの際
にお申し出ください。

市立病院本館1階
アドボカシー相談室相談場所

市立学校や教員に対しての
意見、要望や疑問など

市立病院、医師及び看護師
に対しての意見、要望や疑
問など

相談内容

事前に電話で申し込み申込方法
市立学校
アドボカシー相談室
1331－7470

※不在時
市民協働課市民生活係
予約専用電話
1378－2286

市民協働課市民生活係
予約専用電話
1378－2286

※相談日に、直接、アドボ
カシー相談室でも申し込め
ます。

申込先

　下記対象者に子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン券とがん検診手帳を7月中旬に郵送予定
です。
　届きましたらお知らせを読み、お早めに予約してください。
※無料クーポン券は指定医療機関のみ有効です。
※下記対象の方で、今年の5月16日以降に、市の子宮頸がん検
診または乳がん検診を受診された方には、自己負担金をお返し
しますので、通知に同封されている案内を参考に手続きをして
ください。

▽クーポン券有効期間　7月15日（金）～平成29年2月28日
子宮頸がん検診無料クーポン
■対20歳の女性（平成7年4月2日～平成8年4月1日生まれ）
乳がん検診無料クーポン
■対40歳の女性（昭和50年4月2日～昭和51年4月1日生まれ）

配配付付ししまますす
子子宮宮頸頸ががんん・・乳乳ががんん検検診診 無無料料ククーーポポンン券券

けい

■問保健センター　1378－3421

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
、
携

帯
で
気
軽
に
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク



（7）　代表電話は042－378－2111 28・6・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

　今年度から学校検診に運動器の検診が加わり
ました。運動器とは身体を動かす、支えるとい
った働きをする 四  肢 や体幹の骨、関節、筋肉、

し し

神経などのことです。
　現代の子供たちは、運動不足による体力・運
動能力の低下や逆に運動のし過ぎでスポーツ障
害を生じるといった問題が起きています。何ら
かの運動器疾患・障害を有する子供たちが１～
２割いることが推定されています。そこで運動
器の健康状態を把握し、早期に運動器疾患・障
害を発見することが重要になります。　
　以前も、学校検診の中に 側  弯 をチェックする

そく わん

項目がありましたが、これに加え、①体の曲げ
伸ばしで腰が痛くならないか②片脚立ちでふら
つかないか③しゃがみ込む際に 踵 が床に着くか

かかと

④肘を完全に曲げ伸ばしできるか⑤バンザイし
たときに腕が耳に付くかが加わりました。児童・
生徒のご家庭には学校から運動器に関する保健
調査票が配られ、気になる項目があればチェッ
クしてもらうようになっています。これをもと
に校医からかかりつけ医または整形外科医を受
診するように勧められます。今のところ検診後
に当院を受診された方は、「側弯症の疑い」が
多いようです。大きな病気が隠れていることは
ありませんでした。
　痛みが長引く場合や、四肢の左右差がある場
合など、ご家庭でお子さんに気になる症状があ
りましたら、早めに専門医に相談してくださ
い。

稲城市医師会　 中  澤 　 秀  夫 
なか ざわ ひで お

運動器検診

ヘルスメーター

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
法法法法法法法法法法法法法
人人人人人人人人人人人人人

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

　

市
で
は
、
出
産
・
教
育
・
住
宅

資
金
の
調
達
を
予
定
す
る
方
に
、

取
扱
金
融
機
関
へ
の
融
資
あ
っ
せ

ん
と
金
利
の
補
助
を
し
ま
す
。

▽
融
資
内
容
と
限
度
額
（
返
済
期

間
）　

○
出
産
資
金
（
分
娩
・
入
院
費
用

な
ど
）
＝　

万
円
（
３
年
以
内
）

５０

○
教
育
資
金
（
入
学
金
・
授
業
料

な
ど
）
＝　

万
円
（
５
年
以
内
）

１００

○
住
宅
資
金
〔
増
改
築
・
修
繕
な

ど
（
耐
震
補
強
・
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
工
事
を
含
む
）〕
＝　

万
円（
５

３００

年
以
内
）

▽
融
資
利
率

本
人
負
担
＝
０
・　

％
（
名
目
利

９８８

率
＝
２
・
８
％
、
市
補
助
＝
１
・

　

％
）　

８１２※
対
象
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市 

 　 
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

HP合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
取
扱
金
融
機
関　

さ
わ
や
か
信

用
金
庫
稲
城
支
店
・
矢
野
口
支
店
、

城
南
信
用
金
庫
稲
城
支
店
、
多
摩

信
用
金
庫
調
布
支
店
・
中
河
原
支

店
・
稲
城
矢
野
口
支
店
、
東
京
都

民
銀
行
稲
城
支
店
・
若
葉
台
支
店

■先
 

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係

６６
月月
はは

男男
女女
雇雇
用用
平平
等等

推推
進進
月月
間間

　

東
京
都
は
、
労
働
者
が
性
別
に

よ
り
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
充

実
し
た
職
業
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
毎
年
６
月
を
推
進

月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
『
変
え
よ
う
！
男
女

と
も
に
「
活
躍
で
き
る
」職
場
へ
』

を
テ
ー
マ
に
、
啓
発
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

※
詳
細
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
た
ら

く
ネ
ッ
ト
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
課　

1　

・
５
２

０３

１
１
・
２
２
０
９

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
推
進
本

部
は
、様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
、

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
目

的
や
基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
公
募
に
よ
り
決
定

　

市
で
は
、
様
々
な
社
会
貢
献
活

　

「
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ ｙ 
！
稲
城
」
と
い

シシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー

募
集
中
！

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者

　

手
づ
く
り
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
作
品
を
出
店
し
ま

せ
ん
か
。

■費
 

３
千
円
〜
（
１
ボ
ッ
ク
ス
）

■問
 

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
大
丸　

の
１１８

５
）　

1　

・
６
５
４
６

３７７

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
で
組
織
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
グ
ル

ー
プ
が
親
切
丁
寧
に
お
教
え
し
ま

す
。

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

■日
 

７
月　

日（
火
）、　

日（
水
）、

１２

１３

動
へ
の
市
民
参
加
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
市
民
に
地
域
へ
の
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、活
動
へ
の
理
解
、

参
加
を
広
げ
な
が
ら
、
地
域
社
会

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、

市
民
活
動
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■対
 

本
制
度
に
よ
り
取
得
ポ
イ
ン
ト

が　

に
達
し
た
方
（
試
行
時
の
ポ

１０
イ
ン
ト
も
含
み
ま
す
）

※
他
の
方
と
ポ
イ
ン
ト
を
合
算
し

て
の
還
元
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
還
元
は
原
則
と
し
て
ご
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
還
元
は
、
年
度
に
１
人
１
回
と

な
り
ま
す
。

■日
 

６
月　

日（
月
）〜
７
月　

日

２０

１９

（
火
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階

■持
 

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
ま
た
は
手
帳
、

印
鑑
（
受
領
印
用
）

■問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ　

1　

・
２

３７８

１
１
２

ポ
イ
ン
ト
還
元
し
ま
す

稲
城
市
民
活
動
ポ
イ
ン
ト

制
度

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

『
Ｉ
Ｔ
と
市
民
の
チ
カ
ラ

を
使
っ
て
身
近
な
「
困
っ

た
」
を
解
決

』
!!

受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ミ
ニ
講
座

し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
た
各
種
啓
発
活
動
等
を
実
施
し

ま
す
。

※
詳
細
は
「
内
閣
府
男
女
共
同
参

画
局
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務

課
広
報
啓
発
担
当　

1　

・
５
２

０３

５
３
・
２
１
１
１

う
稲
城
の
情
報
発
信
の
た
め
の
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
運
営
す
る
杉
山
さ

ん
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
と
市
民
の
力
を

合
わ
せ
、
身
近
な
困
っ
た
こ
と
を

解
決
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
参
加
者
が
撮
影
し
た
市

内
の
桜
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
地
図
に
表
示
す
る
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
う
こ
と
で
低
コ

ス
ト
、
低
負
担
で
で
き
る
こ
と
も

多
く
な
り
ま
す
。
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ

ク（
市
民
の
力
×
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

■日
 

７
月
１
日（
金
）

■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階

■講
 

杉
山　

恵
理
氏（
東
長
沼
在
住
）

■問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ　

1　

・
２

３７８

１
１
２

ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい

出出
産産
・・
教教
育育
・・

住住
宅宅
資資
金金
のの

融融
資資
ああ
っっ
せせ
んん

男男
女女
共共
同同参参

画画
週週
間間

6
月
6
月　

日
〜
日
〜　

日日

2323

2929

意意
識識
をを
カカ
イイ
カカ
クク
。。

男男
女女
でで
ササ
ンン
カカ
クク
。。

社社
会会
をを
ヘヘ
ンン
カカ
クク
。。

商商商商商商商商商商商商商

工工工工工工工工工工工工工

会会会会会会会会会会会会会

　

日（
火
）、　

日（
水
）

１９

２０

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

■費
 

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■申
 

往
復
は
が
き
〔
必
要
事
項
①
希

望
コ
ー
ス
②
住
所
③
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番

号
〕

■限
 

６
月　

日（
水
）必
着

２２

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ミ
ニ
講
座

Ｐ
ｏ
w
ｅ
ｒ 
Ｐ ｏ
ｉ 
ｎ
ｔ 
で
簡
単

に
文
書
作
成

■日
 

７
月
４
日（
月
）

■時
 

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

■費
 

１
５
０
０
円

■申
 

当
日
午
後
１
時
ま
で
に
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１８
■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 

各　

人
１０

※
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ　

搭
載
の
ノ
ー

１０

ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
最
寄
り
の
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
チ
ラ
シ
ま
た
は
「
稲

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」 

 　 
の
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
な
ど
を

HPご
覧
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８０２

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）　

1　

・
２
２
１
２

３７７

　

東
京
都
で
は
、
就
職
差
別
を
な

く
し
、
就
職
の
機
会
均
等
を
確
保

す
る
た
め
、
東
京
労
働
局
及
び
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
就
職
差

別
な
ど
企
業
内
に
お
け
る
人
権
問

題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

■問
 

東
京
都
産
業
労
働
局
労
働
環
境

課　

1　

・
５
３
２
０
・
４
６
４

０３

９
、
東
京
都
総
務
局
人
権
施
策
推

進
課　

1　

・
５
３
８
８
・
２
５

０３

９
５

講
演
と
映
画
の
集
い

■日
 

６
月　

日（
木
）

２３

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時　

分
３０

■場
 

八
王
子
市
民
会
館
（
八
王
子
市

子
安
町
４
の
７
の
１
サ
ザ
ン
ス
カ

イ
タ
ワ
ー
八
王
子
４
階
）

■定
 

１
千
人
（
会
場
先
着
順
）

■内
 

○
講
演
＝
テ
ー
マ
「
企
業
と
人

権
〜
企
業
に
と
っ
て
人
権
っ
て
何

だ
ろ
う
？
〜
」

○
映
画
＝
「
フ
ェ
ア
な
会
社
で
働

き
た
い
」

■講
 

関
根　

昭
之
氏
（
り
そ
な
銀
行

人
材
サ
ー
ビ
ス
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■問
 

東
京
都
産
業
労
働
局
労
働
環
境

課　

1　

・
５
３
２
０
・
４
６
４

０３

９

源
泉
所
得
税
納
付
個
別
相

談
会

　

源
泉
所
得
税
納
付
の
「
納
期
の

特
例
」
を
受
け
て
い
る
方
は
７
月

　

日（
月
）が
納
付
期
限
で
す
。
ご

１１

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格

取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様

々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手

HP

続
き→

就
労
・
産
業
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■問
 

経
済
観
光
課
商
工
係

公公
開開
しし
てて
いい
まま
すす

就就
労労
支支
援援
情情
報報

不
明
な
点
な
ど
あ
る
方
や
日
程
の

都
合
が
悪
い
方
向
け
に
個
別
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

■対
 

小
規
模
事
業
者

■日
 

７
月
８
日（
金
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
２
階

■申
 

電
話
、
窓
口

■先
 

■問
 

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

３７７

66
月月
はは

就就
職職
差差
別別
解解
消消

促促
進進
月月
間間

なな
くく
そそ
うう
就就
職職
差差
別別

問問
わわ
れれ
るる
企企
業業
とと

社社
会会
のの
人人
権権
感感
覚覚



28・6・15 代表電話は042－378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 

6.15
第1214号 稲城のイチオシ情報をお届けします 

プラス 

PlusPlus

Plus

2016
平成28年 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
株
）　

1　

・
3
5
1
2
・
1
9
6
9

03

■日
■時
6
月　

日（
日
）午
後
6
時
〜　

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ.

Ｃ.　

■場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

19

VS

⑦丹波山村 
⑩奥多摩町 

府中市 
① 調布市 

③ 

狛江市 
⑤ 

大田区 
⑫ 

多摩川流域 
懇談会 
　⑧ 

⑪ 
小菅村 

④ 
日野市 

⑥ 
稲城市 

多摩川 
138km

⑨ 
川崎市 

② 
多摩市 

■日7月16日（土）～18日（月・祝）
■時午前9時30分～午後5時
■場日野市立新選組の
ふるさと歴史館

■日7月2日（土）・3日（日）
■時午前8時～午後6時
■場聖蹟桜ヶ丘駅
西口周辺

■日7月17日（日）
■時午前9時～午後2時
■場多摩川五本松～
宿河原堰堤手前

■日7月16日（土）～8月28日（日）
■時午前9時～午後5時
■場調布市武者小路
実篤記念館

■日7月31日（日）
■時午前10時～午後3時
■場稲城市立病院及び
オーエンス健康プラザ

■日7月31日（日）
■時午前10時～午後4時
■場丹波山村交流
促進センター

■日10月29日（土）・30日（日）
■時午前10時～午後4時
■場奥多摩総合
運動公園

■日10月30日（日）
■時午前10時～午後4時
■場道の駅こすげ
周辺

■日9月19日（月・祝）
■時午前10時～午後4時
■場生田緑地
中央広場

■日11月12日（土）・13日（日）
■時午前10時～午後4時
■場大田区立平和島
公園ほか

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課、収納課〔過年度分の税外債権（料金）
の納付書の再発行・相談等は行いません〕

次の休日開庁日は6月25日（土）

　南多摩駅を出発し、大丸公園、城山公園の自然を満喫します。大丸から坂浜に抜けて稲城駅に
向かう間には円照寺、普門庵といった歴史ある寺・神社にも立ち寄ります。今も残る昔ながらの
景観を楽しめます。
■日7月7日（木）　※小雨決行　■時午前9時30分～午後3時ごろ

▽集合時間・場所　午前9時20分・南多摩駅改札前

▽解散場所　稲城駅　■定30人（申込先着順）
■講石井　純子氏（ｉクラブ所属、ポールウォーキング指導者）
■持昼食、飲み物、レジャーシート
■申電話〔6月16日（木）～〕　■先■問経済観光課観光係

　市制施行45周年記念事業として、これまでの市の歩
みを象徴する存在となる「市の鳥」を制定します。
　市の鳥の制定に先立ち、皆さんからご応募いただきま
した、市内で見かけることのできる鳥の写真展を開催し
ます。
■日6月15日（水）～7月15日（金）
■時午前10時～午後7時
■場いなぎ発信基地ペアテラス
■問企画政策課企画政策係

　夏の訪れを告げるほたるの観賞会を開催しています。稲城市の友好都市、野沢温泉村
を題材にした作品を数多く描いている画家・筑井孝子氏の作品や作詞家・高野辰之氏作
詞の唱歌の歌詞を使った灯ろうも展示されます。幻想的なほたるの光で癒されましょう。
※詳細は「よみうりランド」�をご覧ください。
■日7月3日（日）までの金・土・日曜日　※荒天時は中止
■時午後7時30分～9時（開場＝午後6時）　■場よみうりランド内「聖地公園」
■内ほたる観賞、灯ろう展示、七夕飾り、ミニねぶた他
■費300円（高校生以上）　※中学生以下は無料
■問（株）よみうりランド　1044－966－1111、稲城市経済観光課観光係

開催します
いなぎの鳥　写真展

■日7月16日（土）～18日（月・祝）
■時午前9時30分～午後5時
■場日野市立新選組の 
ふるさと歴史館

■日7月31日（日）
■時午前10時～午後4時
■場丹波山村交流 
促進センター

■日10月29日（土）・30日（日）
■時午前10時～午後4時
■場奥多摩総合 
運動公園

「新選組のふるさと
自由研究」

「新選組・新徴組と日野」

夏まつり丹波
第31回
奥多摩ふれあいまつり

④
日野市

⑦
丹波山村

⑩
奥多摩町

■日7月2日（土）・3日（日）
■時午前8時～午後6時
■場聖蹟桜ヶ丘駅 
西口周辺

■日7月17日（日）
■時午前9時～午後2時
■場多摩川五本松～ 
宿河原堰堤手前

■日10月30日（日）
■時午前10時～午後4時
■場道の駅こすげ 
周辺

せいせき朝顔市
狛江古代カップ第26回
多摩川いかだレース

第4回
まるごと多摩川まつり

第19回
大地の恵みまつり

②
多摩市

⑤
狛江市

⑧
多摩川流
域懇談会

⑪
小菅村

■日7月16日（土）～8月28日（日）
■時午前9時～午後5時
■場調布市武者小路 
実篤記念館

■日7月31日（日）
■時午前10時～午後3時
■場稲城市立病院及び 
オーエンス健康プラザ

■日9月19日（月・祝）
■時午前10時～午後4時
■場生田緑地 
中央広場

■日11月12日（土）・13日（日）
■時午前10時～午後4時
■場大田区立平和島 
公園ほか

第4回稲城ふれあい
保健・医療まつり

生田緑地
ピクニックデー

ＯＴＡ
ふれあいフェスタ

「知ってる？
武者小路実篤」

③
調布市

⑥
稲城市

⑫
大田区

⑨
川崎市

参加者募集
ＪＡ東京みなみ「夏休みこども村」
参加者募集
ＪＡ東京みなみ「夏休みこども村」
　夏休みこども村はＪＡが地域の子供たちへ贈
る農業と食を学ぶ体験学習です。
※詳細は「ＪＡ東京みなみ」�をご覧ください。
■対市内在住の小学3～6年生　■日7月28日（木）
■定36人　※申込者多数の場合は抽選
■内ブルーベリー摘み取り、夏野菜収穫の日帰り農業体験
■費2,000円　■申電話、メール　■限7月2日（土）
■問ＪＡ東京みなみ本店地域振興部
　1042－594－1011、� noukon@ja-tm.or.jp

今から予定がいっぱい！
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郷土の森
あじさいまつり

①
府中市

開催中です
よみうりランド「ほたるの宵」
開催中です
よみうりランド「ほたるの宵」

■日5月28日（土）～7月3日（日）
■時午前9時～午後5時
■場府中市郷土の森
博物館

■日5月28日（土）～7月3日（日）
■時午前9時～午後5時
■場府中市郷土の森 
博物館

　西は山梨県丹波山村から東は大田区まで、多摩川流域の自治体で行われる様々な
イベントをスタンプラリーで結ぶイベントラリーを実施します。
　各自治体で実施されるイベント等で配布されるスタンプ台紙に、２つ以上のスタンプを集
めると、各自治体や友好都市の特産品等の詰め合わせ、更に友好都市等への旅が当たる抽選
に参加いただけます。詳細は市�をご覧ください（携帯電話の場合は右上記のＱＲコード）。
※獲得スタンプが多いほど、賞品の当選確率は高くなります。
■問多摩川流域11自治体交流イベントラリー事務局（狛江市政策室）　103－3430－1111、
　稲城市企画政策課企画政策係

参加者募集 観光ウォーキングツアー
「稲城に残る自然・寺・神社めぐり」
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■日9月18日（日）
■時午前11時～午後3時
■場東京都市大学
夢キャンパスほか

■日9月18日（日）
■時午前11時～午後3時
■場東京都市大学 
夢キャンパスほか


